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では特蔵部閲覧室（C 区地下 2 階）に設けられたパソコンで閲覧できる。その数はお
およそ 150 紙，さらに「零散報紙」と分類された数日分しか残されていない新聞のコ











































































たことのあった老人 2 名から，1960 年～ 1980 年までの生産隊の各種帳簿や 10 万字
におよぶ回想録とそのもととなった手帳（1972 年～現在）を閲覧させていただくこ
とができた。これらは集団化期～改革開放初期までの山村社会経済史料として極めて
貴重であると思われる。ただこうした民間文献は現在では，厦門大学，上海交通大
学，華東師範大学など各地の大学が熱心に収集しており，地の利や言語，現地との関
係などのハンデを考えると，外国人研究者が自ら収集できる範囲は限定されるため，
現地の大学が収集したものを利用するのが現実的であるかもしれない。
　第 3 は，フィールドにおいて文献を読み込むことの重要性である。報告者のフィー
ルドワークにおいては，文献史料にほとんど登場しないか，しても知識人の色眼鏡を
通して描かれてきた民間信仰について調査を進めてきた。調査対象の一つに巫
（シャーマン）がある。文献において彼らは，秩序を攪乱する存在，迷信を信じて近
代文明を受け入れない存在，または民衆の貴重な財を浪費させる存在として描かれ，
糾弾されてきた。中華人民共和国成立以降こうした存在は克服されたものとして見な
されていきたが，改革開放政策施行後には巫に関する民俗は形を変えて復興し，ある
現地協力者が「大雑把に言ってどの村にも少なくとも一人村には巫がいる」と述べる
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ような状況が出現している。報告者の調査によって判明したのは，文献において指弾
されるような負の側面以外に，彼らを必要とするクライアントの存在や，彼らを結節
点とする女性の繋がりとそこにおけるヒーリングの側面があることである。また，実
際に巫やその関連人物と接触することによって儀礼の細部や人々の繋がりを理解する
ことは，文献の細部に対する理解を可能にするばかりでなく，文献が内包する色眼鏡
の部分から距離を置き，新たな視角から文献を読み込むことを可能にするように思わ
れる。
　史料のデジタル化や地方所蔵機関における史料の公開が進展したことによって，中
国近現代史研究においては新史料を発見・使用すること自体は難しいことではなく
なっている。こうした状況のもと必要となっているのは，「史料の大海」に溺れない
ための明確な方針・手法を確立すること，史料を深く読み込むための新視角を獲得す
ることである。逆説的ではあるが，一次史料の整理・公開が進み，現地に行かなくと
も容易に各種文献が入手できる環境が整備されるにしたがい，実際に現地に赴いて
フィールドワークを行い，「土地勘」を獲得することの重要性が却って高まっている
のである。
（文責：宮原　佳昭）
